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「あゆみ」の発刊によせて 
 
                    名古屋学芸⼤学学⻑ 
                    杉浦 康夫  
 サービスラーニングセンターは 2013 年に構想され 2014 年７⽉に設⽴されました。⽇本のボラ
ンティア活動は 1995 年阪神淡路⼤震災の時、多くの⼈たちにより⾏われ、社会的にも注⽬を集め
ることになりました。2011 年の東⽇本⼤震災でも⼤きな役割を果たしてきました。本学学⽣のボラ
ンティア活動をサービスラーニング活動とし、⼤学として取り組むことは、学⽣の学業の⼀環とし
て、あるいは社会⼈として成⻑して⾏くための必須な活動としての位置づけをしたことであります。
センターはボランティア活動をとおして、学⽣が様々な⼈と出会い、多様な経験ができる機会をサ
ポートし、地域と学⽣と⼤学を繋ぐ要の機関であります。本学が学⽣と地域と共に新しい展開を始
める第⼀歩が本センターの設⽴でした。 
 この２年半にわたるサービスラーニングセンターの活動は多岐に渡り、その活動内容は本誌に報
告されています。歴史の年表と同様、記された事象と事象の間にも様々な出来事があり、思いがつ
まっています。晴れたからできたこと、⾬が降って⼯夫したことなど全てが報告されていません。
その⼀つ⼀つが学⽣を、教職員をそして本学をもう⼀段階上に成⻑させています。⽀えてくださっ
た地域の皆さん、企業の皆さんに⼼より感謝を申し上げます。 
 私は学⻑就任に際し、「地域に学び、⼈と結び、⼈を⽀えて、世界にはばたく」というメッセージ
を出しました。学⽣や教職員の活動が⼤学を成⻑させるものです。そのために地域や⼈と結ぶこと
が、⼤学を⼤きく発展させると常々感じております。学⽣たちが地域の中で学ぶこと、⼈との繋が
りを強くすること、⼈を⽀えることで、学⽣たちが世界のステージへと成⻑する、そんな夢を持っ
ています。サービスラーニングセンターには、その架け橋としてこれからも重要な存在であり続け
ることを願います。 
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はじめに 
 
                           SL センター⻑  
⽥村 明  
「スペシャルオリンピックス実⾏委員会からボランティア学⽣の募集が来ているんですが、学⽣
課に依頼したらいいですか︖」同会の理事をしておられた井形前学⻑から、学⽣部⻑としての私へ
の問い合わせでした。残念ながら、本学には学⽣ボランティアを管理する部署がありません。そこ
で井形先⽣のご意向もあり、⾄急ボランティアセンターを⽴ち上げることになりました。 
センター⽴ち上げに際し、次の⼆つの事を考えました。 
① 各学科の教員が構成員となる組織を⽴ち上げ、学科で学⽣ボランティアを推進して頂くこと。 
② 学外から依頼されるボランティア要請を、学⽣が簡単に知ることができるようにすること。 
①については、各学科よりセンター運営委員を選出して頂き、毎⽉運営委員会を開催することに
より、全学的なセンターとして活動でき、かつ学⽣にボランティアの重要性を説いて頂けるように
なりました。 
②についてですが、依頼されているボランティアをセンター内にどれだけ掲⽰しても、学⽣が⾜
しげくセンターに通うとは考えにくい。ならば何時でも何処でも、たとえ学外からでもボランティ
ア要請を確認することができるようにと、ホームページ（HP）の充実を考えました。センター職員
が、学⽣を派遣するのにふさわしいボランティア依頼であれば、即、HP にアップする形にしました。
殆どの学⽣はスマホを持参していますので、いつでもボランティア要請の確認が可能となりました。
この冊⼦をご覧頂いている皆様にも是⾮、HP（http://slc.nakanishi.ac.jp）をご覧頂きたいと思い
ます。 
本学の建学の精神は、「⼈間教育と実学」です。「実学」とは、専⾨知識・技術を授け社会貢献で
きる⼈材養成と考えます。かたや「⼈間教育」を座学で培うことは難しく、それこそ相⼿があって
初めて、⼈としてのあり⽅が培われるものと考えます。キャンパス外で⾒ず知らずの⽅たちに接し、
ボランティア活動（サービス）をさせて頂くことによって、⼈としてのあり⽅を学ばせて頂きたい
（ラーニング）。そのような願いから、センターの名称はサービスラーニング（SL）センターに決ま
りました。本学は、医療・福祉系（管理栄養学部、看護学部（2018 年 4 ⽉設置予定）、ヒューマン
ケア学部）から芸術系（メディア造形学部 3 学科）まで多岐に渡り、特⾊ある⼈材を養成しており
ます。それぞれの分野で学び培った知識・技術をボランティアで発揮し、そこで新たな課題を⾒つ
け、その課題を追求する姿こそ、「⼈間教育と実学」と信じます。 
 2014 年 7 ⽉に⼤学附置の組織としてセンターが⽴ち上がってから 2 年半が経とうとしています。
この間、次ページ以降に⽰すように、たくさんのボランティア要請を頂きました。依頼して頂きま
した皆様⽅に⼼から御礼申し上げます。まだまだ発展途上のセンターですが、これからも学⽣のた
めになるボランティア活動を強⼒に推進していく所存です。どうぞ、今後ともよろしくお願い申し
上げます。 
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１．年譜 
 
2013 年度 
12 ⽉  構想開始 
2 ⽉  設⽴案完成 
3 ⽉  評議会審議 
 
2014 年度 
5 ⽉  施設・設備案作成 
6 ⽉  第⼀回 SL センター運営委員会開催（以後、毎⽉運営委員会を開催） 
井形昭弘学⻑より激励 
センターの名称決定 
キャッチコピーの選定 
規程の策定 
7 ⽉ 2 ⽇ 開所式（レ・アール棟 2 階） 
学外からのボランティア要請受付開始 
学⽣が使⽤する SL 申し込み等の様式決定 
9 ⽉  HP 準備開始（株式会社 A & A に作成依頼)  
10 ⽉  HP のアドレス決定（http://slc.nakanishi.ac.jp） 
25 ⽇ SL センター開設記念講演 名古屋第⼆⾚⼗字病院 救急科部⻑ 稲⽥眞治先⽣ 
「災害発⽣時の⾃助共助〜災害医療の⽴場から考える」 
31 ⽇ HP 運⽤開始 
11 ⽉ 13 ⽇ ⽇本⾚⼗字社愛知県⽀部と名古屋学芸⼤学間で連携協⼒協定締結 
12 ⽉  センター職員１名着任 
東北学院⼤学災害ボランティアステーションに加盟 
1 ⽉  復興⽀援インターン参加学⽣ 事前指導 
3 ⽉  復興⽀援インターン参加 （⽯巻市 7 名、亘・⼭元町 3 名） 
仮設住宅（荻浜）での⾷事⽀援（管理栄養学部） 
 
2015 年度 
4 ⽉  SL センター紹介リーフレットを履修登録時に全学⽣に配布 
ボランティアに関する単位認定科⽬「⾷と健康のフィールドワーク」が 
管理栄養学部に新設 
復興⽀援インターン報告会・パネル展⽰ 
5 ⽉  宿泊を伴う SL 活動（夏季キャンプ）の募集開始 
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6 ⽉  ⾚⼗字救急法短期講習 
ネパール地震募⾦活動 （義援⾦ 3,899 円は⽇本⾚⼗字社愛知県⽀部へ） 
7 ⽉  ⾚⼗字健康⽣活⽀援法短期講習 
8 ⽉  ⽇進市⺠活動祭実⾏委員募集（企画・運営型⻑期ボランティア） 
復興⽀援インターン参加 （⽯巻市 4 名、南三陸町 4 名、気仙沼市 3 名） 
仮設住宅（荻浜）での⾷事⽀援（管理栄養学部） 
10 ⽉  復興⽀援インターン報告会・パネル展⽰ 
⼤学祭で復興⽀援インターン⽣によるインターン先商品を販売   
（収益 19,452 円は東⽇本⼤震災義援⾦として⽇本⾚⼗字社愛知県⽀部へ） 
11 ⽉  ⾚⼗字健康⽣活⽀援法短期講習 
12 ⽉  ⾚⼗字救急法短期講習 
SL センター学⽣交流会（tea party）でインターン先商品を紹介 
にっしん市⺠活動祭・にっしんハーモニーフェスタでインターン先商品を販売 
（収益 16,094 円は東⽇本⼤震災義援⾦として⽇本⾚⼗字社愛知県⽀部へ） 
1 ⽉  メーリングリスト（slc_ml@nuas.ac.jp）を利⽤してボランティア要請に関する 
運営委員間での情報共有化 
学びに繋がる有償ボランティア募集開始 
3 ⽉  復興⽀援インターン参加 （⽯巻市 2 名、南三陸町 4 名、気仙沼市 4 名） 
仮設住宅（荻浜）での⾷事⽀援（管理栄養学部） 
⾚⼗字救急法救急員養成講習（資格⽀援） 
 
2016 年度 
4 ⽉  履修登録時に SL センター紹介リーフレット配布、PP を活⽤して全学⽣に 
SL 活動の啓発 
熊本地震募⾦活動 （義援⾦ 6,155 円は⽇本⾚⼗字社愛知県⽀部へ） 
5 ⽉  復興⽀援インターン報告会・パネル展⽰ 
農林⽔産省東海農政局とコラボレーションボランティア開始 
6 ⽉  ⾚⼗字救急法短期講習 
学びに繋がる企業ボランティア募集開始 
農林⽔産省東海農政局パネル展⽰（6 ⽉ 17 ⽇〜6 ⽉ 30 ⽇） 
7 ⽉  ⾚⼗字健康⽣活⽀援法短期講習 
8 ⽉  震災を題材にしたインターン学⽣による絵本の製作 
東北学院⼤学主催の夏休みボランティア（夏ボラ）に参加（気仙沼 1 名） 
仮設住宅（荻浜）での⾷事⽀援（管理栄養学部）  
9 ⽉  復興・創⽣インターン参加 （⽯巻市 2 名、管理栄養学部で初めて単位認定） 
⽇進市社会福祉協議会とコラボレーションボランティア開始 
5 
⾚⼗字救急法救急員養成講習（資格⽀援） 
10 ⽉  ⼤学祭で復興⽀援インターン⽣による提案メニュー⾷の販売 
11 ⽉  あいち防災フェスタ（モリコロパーク）で復興⽀援インターン、復興・創⽣インタ 
ーン、夏ボラ学⽣合同報告会 
豊明市 HP に、学⽣作成の男⼥共同参画イラストを公開 
12 ⽉  SL センター学⽣交流会（tea party） で成果物の紹介 
作成絵本の紹介と提案メニューの調理・試⾷ 
蜂蜜を使⽤したレシピを考案し、刈⾕市商店街にて販売 
１⽉  SL センター主催講演会 名古屋産業⼤学教授 ⽯橋健⼀先⽣ 
「地域とコミュニティ」 
中部⼤学 松尾直規先⽣へコミュニティつくりのご相談 
２⽉  新しい東北交流会 in 仙台で、介護⾷商品化までの過程を発表 
「復興⽀援インターンから始まった介護⾷の商品化」 
仮設住宅（荻浜）での最後の⾷事⽀援（管理栄養学部） 
東海農政局主催「消費者等と東海農政局との懇談会」に学⽣ 2 名出席 
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2．サービスラーニング（SL）センターの紹介 
1）SL センターの理念 
社会のデマンドに対応した社会活動（ボランティア活動）に学⽣が主体的に参画し、体験
的学習を通じて建学の精神である「⼈間教育」の⼀助とする。 
サービスラーニングセンターでは、必要とされるボランティア活動をさせていただくと同時に、学ばせて頂くという
趣旨で、ボランティアセンターではなく、サービスラーニングセンターと名前が付けられています。 
 
2）学内における SL センターの位置づけ 
短期⼤学部は 2017 年 3 ⽉末で閉校となります。 
3）SL センター運営委員会 
下記教職員を構成員とし、毎⽉、センター運営委員会を開催している。審議内容は、依頼
されたボランティア受諾の可否、センター主催のイベント、学⽣への啓発活動など、センタ
ー運営上必要とする事柄である。 
健康・栄養研究所
教養教育機構
管理栄養学部
メディア造形学部
幼児保育専攻
管理栄養学科
映像メディア学科
デザイン学科
ファッション造形学科
メディア表現研究所
子どもケア学科
子どもケア専攻
ヒューマンケア学部
学生支援室
保健室
総務課
入試課
事務局
学生部
広報企画室
中央図書館
保健管理センター
国際交流部
現代総合学科
学生相談室
国際交流課
キャリアサポートセンター
教務部
名古屋学芸大学
名古屋学芸大学短期大学部
サービスラーニングセンター
名古屋学芸大学及び名古屋学芸大学短期大学部組織図
栄養科学研究科（博士前期・後期課程）
メディア造形研究科（修士課程）
子どもケア研究科（修士課程）
大学院
子どもケアセンター
学生課
図書館
教務課
メディア造形学部事務室
ヒューマンケア学部事務室
ICT活用教育推進室
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表１ SL センター運営委員 
 
 2014 年度 2015 年度 2016 年度 
センター⻑ 教授 ⽥村 明 
管理栄養学科 講師 安達 内美⼦ 准教授 安達 内美⼦ 
⼦どもケア学科 准教授 坂 恭⼦ 准教授 渡辺 桜 准教授 ⽯垣 儀郎 
映像メディア学科 准教授 吉野 まり⼦ 講師 柿沼 岳志 
デザイン学科 准教授 中⻄ 正明 
ファッション造形学科 准教授 ⾦森 久宙 
教授 炭釜 啓⼈ 
９⽉〜 
准教授 鈴⽊ 康明 
短期⼤学部 講師 草野 圭⼀ 准教授 伊藤 琴恵 
ボランティアコーディネーター 講師 ⽯原 貴代 
学⽣課⻑ ⽔野 康隆 
センター職員 花井 ⼀都⼦ 
 
4）SL 活動の実践 
SL センターホームページ（以下 HP）のトップページを図 1 に、在学⽣が実際にボラン
ティアを実施するまでの過程を図 2 に⽰す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 SL センターHP のトップページ（http://slc.nakanishi.ac.jp） 
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ＳＬセンターへの登録（図 3） 
⽒名、住所、希望分野など 
▽ 
ＨＰで要請のあるサービスラーニングを検索 
▽ 
希望する分野のサービスラーニングを検索したらセンターへ 
▽ 
参加カード（図 4）に必要事項を記⼊してセンターに提出 
▽ 
ボランティア保険に加⼊しているか確認 
事前指導を受ける 
▽ 
サービスラーニングの実施 
▽ 
実施報告書（図 5）を提出、事後指導を受ける 
 
 
図 2 SL 活動実施までのながれ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 SL 登録カード      図 4 SL 参加カード     図 5 SL 実施報告書 
 
SL 活動開始時及び活動中の注意事項 
 ⼤学の授業や私⽣活などに⽀障がでないように、スケジュールを⾃⼰管理しましょう。 
 ⾃分の創意⼯夫を⽣かせるところは引っ込み思案にならず提案しましょう。 
 引き受けたことは責任を持って最後までやりとげましょう。 
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 活動する場の皆さんが気持ちよく参加できるように、挨拶はもちろんのこと、明るく、⾃ら進ん
で活動しましょう。 
 活動にふさわしい服装で、アクセサリーや派⼿な化粧は慎みましょう。 
 相⼿の⽴場にたって考え、⾏動しましょう。 
 活動⽇にやむを得ず休む場合は、活動先と SL センターに連絡しましょう。 
 活動中の内容には守秘義務がある場合があるので、活動後の⾔動に気を付けましょう。 
 活動先の施設・設備や⼈を傷付けた場合、あるいは⾃分が怪我を負った場合は速やかに施設の⽅
および SL センターまで申し出てください。 
 むやみに写真撮影したり、写真や⽂章をツイッターなどの SNS へ投稿しないでください。 
 
5）ボランティアを要請して下さる皆様⽅へ 
SL センターでは皆様⽅からのボランティア要請をお待ちしております。具体的な依頼⽅
法を図 6 に⽰します。 
 
サービスラーニング（SL）受付カードを HP からダウンロード 
▽ 
受付（SL）カード（図 7）に必要事項を記⼊ 
（事業者名、活動内容、⽇時・場所など） 
▽ 
新規事業の場合は、サービスラーニングセンターまで 
受付（SL）カードをお持ちください。 
継続事業の場合は、申請カードを FAX 送信、 
またはメール添付して下さい。 
▽ 
サービスラーニングセンター職員と必要事項の確認 
▽ 
ボランティア要請受諾の可否を運営委員会で審議 
▽ 
サービスラーニングセンターホームページで 
ボランティア内容を⽰し、参加学⽣を募集 
▽ 
応募学⽣と SL センター職員が打ち合わせの後、 
ボランティア先と学⽣が打ち合わせ 
▽ 
サービスラーニングの実施 
 
 
 
図 6 ボランティア要請のながれ 
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本学園の建学の精神は、「⼈間教育と実学」です。「⼈間教育」は座学だけで培うことがで
きず、皆様⽅と接触することによって初めて⾝に付くものと考えます。学園には、実学とし
て、栄養、映像、デザイン、ファッション、養護教諭、⼦ども⼼理、幼児保育など、多肢多
彩な分野を専攻している学⽣がいます。これらの学⽣に、⼈間としてより⼤きく成⻑するた
めの機会を与えて下さい。センターでは皆様⽅からのご連絡をお待ちしています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
図 7 SL 受付カード 
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３．SL センターの活動状況 
1）ＳＬ登録状況 
（１）2016 年度ＳＬ登録状況 
ボランティア活動をするには、まず SL センターにボランティア希望分野や住所・⽒名などを登
録する仕組みになっている。2016 年度に在籍する学⽣が、どの程度センターに SL(ボランティア)
登録しているかを表 2 に⽰す。センターは 2014 年 7 ⽉に開設されたが、以来、常時登録を受け
付けている。センター開設年度に 2 年⽣だった学⽣は、表 2 では 4 年⽣に該当する。したがって
登録した学⽣のうち、2014 年度に 3 年⽣、4 年⽣であった学⽣は、卒業しているのでこの表にカ
ウントされていない。在籍者総数（2816 名）に対し、登録している学⽣は 650 名であり、およ
そ 23％の学⽣がボランティア登録している。 
 
表 2 学部学科学年別 SL 登録者数 
 
2017年1⽉31⽇現在
学部 学科 学年 在籍者数（名）
登録者数
（名）
在籍者に対する
 登録者の割合(％)
4年⽣ 174 87 50
3年⽣ 174 79 45
2年⽣ 177 99 56
1年⽣ 172 75 44
4年⽣ 238 22 9
3年⽣ 236 53 22
2年⽣ 225 88 39
1年⽣ 239 104 44
4年⽣ 118 7 6
3年⽣ 109 5 5
2年⽣ 122 5 4
1年⽣ 121 2 2
4年⽣ 69 3 4
3年⽣ 90 7 8
2年⽣ 76 5 7
1年⽣ 96 5 5
ファッション造形学科 1〜4年⽣ 309 0 0
短期⼤学部 現代総合学科 2年⽣ 71 4 6
合計 2816 650 23
管理栄養学部
ヒューマンケア学部
メディア造形学部
管理栄養学科
⼦どもケア学科
映像メディア学科
デザイン学科
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表 2 の結果をもとに、全学⽣の学科別在籍割合と、全登録者数に占める学科別登録者の割合をそ
れぞれ、図 8 と図 9 に⽰す。⼦どもケア学科に所属する学⽣は、5 学科中で最も多く 33％、次いで
管理栄養学科 25％、映像メディア学科 17％となっている（図 8）。⼀⽅、全登録者数に占める各学
科の登録割合を⾒ると、管理栄養学科では 52％、次いで⼦どもケア学科 41％であり、SL 登録者の
93％は、この⼆つの学科の学⽣であった（図 9）。映像メディア学科、デザイン学科、ファッション
造形学科の学⽣は殆ど登録していなかった。⻑い歴史を持つ短期⼤学部は 2016 年度を持って閉校
することから、現代総合学科に所属する学⽣の割合も（図 8）、ボランティア登録する学⽣の割合も
少なかった（図 9）。 
 
  
       図 8 学科別在籍割合          図 9 学科別 SL 登録割合 
 
（２）年度別新規登録者数  
センター開設以来の年度別登録者数を表 3 に⽰す。2014 年度はわずか 29 名であったが、2015
年度に新規登録したものは 387 名に達した。2016 年度は 252 名に低下したものの、SL センター
の存在が、学⽣間に浸透しつつあると思われる。 
 
表 3 年度別新規登録者数  
2014年度(7.2〜3.31) 2015年度(4.1〜3.31) 2016年度(4.1〜1.31)
登録者 29名 387名 252名
※表２の登録者数の合計には、卒業⽣を含んでいないため、表３の合計とは⼀致しません。
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２）ＳＬ参加状況と活動報告 
（1）ＳＬ参加者数（延べ⼈数） 
センター開設時から 2017 年 1 ⽉末までの学科、学年、年度別 SL 参加状況を表 4 に⽰す。活動の
中⼼になったのは、管理栄養学科と⼦どもケアに所属する学⽣であり、約 3 年間で管理栄養学科学⽣
は 262 名、⼦どもケア学科の学⽣は 110 名、メディア造形学部の学⽣は 28 名であった。いずれも
4 年⽣になってからの活動は少なく、3 年⽣以下が主体であった。4 年⽣になると、卒業研究や就職
活動が本格化するからであると考えられる。 
2015 年度管理栄養学科 3 年⽣の SL 参加数は 84 名と突出しているが、主な SL 場所・活動は、⽯
巻市荻浜地区の仮設住宅における⾷事提供（38 名）、国⽴⻑寿医療研究センター主催イベント（14
名）、にっしん市⺠活動祭実⾏委員（5 名）、復興⽀援インターン（4 名）、伊那⾕こども村主催のサ
マーキャンプ（5 名）等であった。 
SL 活動に参加するとその楽しさやその価値を実感するらしい。そのため、何度も参加する学⽣が
おり、表 4 の中には、5 回も参加している学⽣もいることから、表の参加者数は延べ数で表している。 
 
表 4 学部学科学年年度別 SL 参加者数 
 
 
学部 学科 学年 2014年度 2015年度 2016年度
4年⽣ 0 0 5
3年⽣ 3 84 37
2年⽣ 9 25 31
1年⽣ 7 43 18
4年⽣ 0 2 3
3年⽣ 7 4 8
2年⽣ 0 19 13
1年⽣ 1 37 16
4年⽣ 0 0 1
3年⽣ 0 9 0
2年⽣ 0 1 0
1年⽣ 0 2 1
4年⽣ 0 0 3
3年⽣ 0 0 4
2年⽣ 0 3 0
1年⽣ 0 0 4
ファッション造形学科 1〜4年⽣ 0 0 0
2年⽣ 0 3 0
1年⽣ 2 4
合計 29名 236名 144名
2017年1⽉31⽇現在
現代総合学科短期⼤学部
メディア造形学部
映像メディア学科
デザイン学科
管理栄養学部 管理栄養学科
ヒューマンケア学部 ⼦どもケア学科
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2015 年度および 2016 年度の学科別 SL 参加者割合を、それぞれ図 10、図 11 に⽰す。管理栄養
学科と⼦どもケア学科は 2 年間で⼤きな変動がなく、管理栄養学科は 64〜63％、⼦どもケア学科
は 26〜28％であった。メディア造形学部の 3 学科は 0〜8％程度であった。 
 
  
図 10 2015 年度の学科別 SL 参加割合     図 11 2016 年の学科別 SL 参加割合 
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（2）ＳＬ参加学⽣の体験報告（抜粋） 
 
社会福祉（⾼齢者・障がい者・⼦ども等） 
障がい者クリスマス会︓ ⼦どもケア学科・養護教諭コース 1 年 中野 優菜 
障がいを持った⼈たちはとても元気で、⼀緒になって歌ったり踊ったりすることができて楽しく
過ごせました。はじめは何をしていいか分からず、⼾惑ってしまいましたが、指⽰を待つだけでな
く、⾃分から動いて積極的に参加することができたと思います。どうしたら相⼿に分かりやすく思
いを伝えられるかを常に考え、⼤きな声でゆっくりと話したり、発⾳を意識したり、相⼿の⽴場に
⽴って⾔動することの重要さを改めて学ぶことができたと思います。 
 
⾼齢者施設 秋祭り︓ 管理栄養学科 3 年 古川 愛美 
今回、私は初めて特別養護⽼⼈ホームに⾏き、⾼齢者の⽅と触れ合いました。ボランティアの作
業内容は、とても簡単なもので、担当の⽅がていねいに教えて下さったため、困る事は特にありま
せんでした。今回の祭りは、認知症をもつ⽅のフロアであったため、少し不安もありましたが利⽤
者の⽅は私にも話しかけてくださりました。また、介護職員の⽅ともお話しをし、施設のことを教
えて頂きました。栄養⼠の先⽣とも、お話しをすることができ、施設の⾷事についてや、厨房の⾒
学もさせていただきました。臨地実習前にとてもいい経験になりました。 
 
⼦ども祭りのお⼿伝い︓ ⼦どもケア学科・幼児保育専攻 2 年 松原 由加⾥ 
普段学校などでは 0〜5 歳の⼦どもと関わることがほとんどで、⼩学⽣以上の⼦と関わることが
ひさしぶりだったので、始めはどう接していいかわかりませんでしたが、みんな元気にたくさん話
しかけてくれたので、とても楽しくできました。私がお⼿伝いしたのは紙コップを積んでタワーを
作り、みんなでひとつの作品を作ろうというブースでした。⼩さい⼦はゆっくりと床に紙コップを
積んで楽しんだり、⼩学⽣は⾃分の背より⼤きなタワーに挑戦して、倒れてしまってもあきらめず
何度も挑戦する姿を⾒て、すごいなと思いました。⼦どもの発想ややる気でとても⼤きな作品にな
って、⾒ていた私もとても楽しかったです。 
 
夢まつり︓ ⼦どもケア学科・養護教諭コース 1 年 松浦 笑 
⼤学の講義で、社会福祉や障がいについての勉強をしていますが、障がいのある⽅と関わったこ
とがなく、実際に触れ合うことでより障がいについて理解を深めたいと思い、ボランティアに参加
しました。施設の⽅のお話によると、利⽤者の⾼齢化・重度化により、どうしても介護の⽅に時間
を費やすことになってしまい、余暇を⼀緒に楽しむボランティアを必要としているということでし
た。今回のボランティアでは主に屋台の⼿伝いで、実際に利⽤者とお話をしたりすることはできま
せんでしたが、このようなボランティアを必要とされている⽅がいるのがわかりました。また、夢
の家に⾏って、利⽤者とお話しをしたり、できることをお⼿伝いしようと思いました。 
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宿題ボランティア︓ 管理栄養学科 2 年 ⽯川 亜由美 
はじめてボランティアを⾏いました。⾃分が⼩学⽣だったころを思い出したように懐かしく、と
ても可愛かったです。⾃ら進んで勉強しに来る⼦がとても多くて驚きました。私はポスターや⽇記
を進めるコーナーを担当しました。たくさん来る⼦に⾃分から話しかけて、どんなものを書くのか、
思い出を聞き出しながら、絵を進めることが難しかったけれど、話していくうちに「お姉さん︕」
と無邪気に思い出を私に話してくれて、私⾃⾝楽しみながらできました。「この絵が描けない︕」
という⼦に対して困っていると、地域の⽅が⼀緒に図書館に⾏って⾒てみよう︕」と⾔っているの
を聞いて、私も真似して取り⼊れたりしました。仲良くなった⼥の⼦が余った時間で私に絵を書い
てくれて嬉しかったです。⼩さい⼦との関わりを通して、教える事の難しさを改めて感じました。
またボランティアをして⾊々な⼒を⾝に付けていきたいなぁと思います。 
 
⼩学校での防⾳作業︓ ⼦どもケア学科・養護教諭コース 1 年 ⿅野 ⽂⾹ 
担当の先⽣から⾊々なお話しを聞かせて頂けました。また、⾃分の将来のことに対してアドバイ
スをして頂けたり、先⽣⾃⾝が⼦どもたちに授業をする際に気を付けていること、その⼩学校独特
の⾏事等も教えて頂きました。難聴の⼦のために、いすと机にテニスボールをはめているというこ
とを今回ボランティアに⾏くまで知りませんでした。実際にテニスボールに切り込みをいれる作業
をして、先⽣⽅がその他の仕事のあい間を縫ってこのような⼒のいる準備をしてみえるなんてすご
いと思いました。通常学級に障がいを持つ⼦が⼊るということは⼦ども達にとってメリットがたく
さんあると思いました。しかし、教師の⽴場からしたらたくさんのことに気を配らなければならな
い、簡単なことではないのだなと感じました。多くのことを考えることができました。経験できて
良かったです。 
 
環境保全（⾃然保護・清掃・美化等） 
清掃活動︓ 学⽣会 
清掃活動を⾏いました。地域住⺠の⽅と学⽣が⼆⼈⼀組になって活動をする光景もあり、地域の
⽅々と学⽣が交流する貴重な機会となりました。また、役員や組⻑の⽅と交流をはかれたことから
今後の⽵の⼭地域のみなさんとの交流の機会にも繋がる期待を持つことができました。参加者の皆
さんからは感謝の⾔葉や「今後も継続的にこのような交流をしていきたい」という声が聞かれまし
た。学⽣会としても清掃活動などを通し、地域住⺠の⽅々との交流を深めていきたいという⾔葉も
聞けました。30℃を超える猛暑の中でしたが、とてもいい経験になりました。 
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⽂化交流（芸術・スポーツ・通訳等） 
市⺠祭り 記録︓ 映像メディア学科 3 年 神⼭ 莉沙 
私たちは主催者側の⽅との打ち合わせや会場下⾒などを経て、当⽇は撮影 6 名とメモリアルムー
ビー編集 2 名の計 8 名で務めさせて頂きました。私は主にオープニングセレモニーと「華麗なる加
齢なファッションショー」の撮影を担当したのですが、普段の撮影とは違い⼤勢の⽅がいる場での
撮影だったため、いつも以上に周囲の状況やカメラの設置⽅法などに気を配る必要がありました。
引きと寄りの画のメリハリがつけられなかったり、⼀発本番だったため出演者の⽅の動きにカメラ
がついていけなかったことなど反省する点も多々ありました。他のブースでの撮影では出店者側の
⽅を中⼼に撮ることを⼼がけました。中には恥ずかしがる⽅もおられましたが、多くの⽅が笑顔で
⼿を振って下さったり商品の PR をして下さるなど、皆さんのご協⼒のおかげにより無事に撮影を
終えることができました。 
 
国際交流 誘導︓ 管理栄養学科 1 年 荒川 智美 
ボランティアの前⽇に当⽇の流れを説明してもらいましたが、正直、当⽇にうまく審査員の⽅々
を誘導できるか不安でした。ですが、当⽇になるとリーダーやボランティアの⼈たちの⽀えがあり、
⾃分の役割を果たすことができよかったです。また、⼀緒にボランティアをした⼈たちは気さくで
おもしろい⼈たちばかりだったので、楽しんでボランティアをすることができました。私は、今回、
初めてボランティアを体験しましたが、思っていたよりも楽しかったので、また機会があればやり
たいと思います。 
 
移動消費者の家︓ ⼦どもケア学科・養護教諭コース 2 年 太⽥ 真帆 
このボランティアに参加して、主に 2 点のことに気づかされました。1 つ⽬は、社会⼈の仕事に
対する本気の気持ちです。こちらはボランティアという軽い気持ちで参加していました。しかし、
農政局の⽅はそのような⼈に対しても真剣にどのように改善したらよいか学⽣の⽬線で考えてほ
しい、と話されました。農政局のことをより多くの⼈に知ってもらい興味を持ってもらうにはどう
したらよいか本気で良くしようと考えておられることが伝わってきました。このことは他のボラン
ティアでは味わえなかったことだと思います。そして 2 つ⽬は、今学校で学んでいることをしっか
りと⾃分のものにしなければならないということです。今回のボランティアは養護教諭の仕事とは
直接関係ありません。しかし⼦どもに対してどうすれば分かりやすく伝わるか、ブースの前を通る
⼈に興味をもたせるにはどうしたらよいかなど今学校で学んでいることで役に⽴ちそうなものが
あればぜひ教えてほしいといわれて、⾃分が学んでいたことでしっかりと教えられることはあるだ
ろうかと悩んでしまいました。その時、今まで学んできたことは、直接関係することでなくても、
いろんなところで活⽤することができることに気づき、学校で学んでいる以上、活⽤すべき時に発
揮できなければ意味がないと分かりました。今回のボランティアは私にとって⼤切なことを教えて
もらい、とても良い体験ができました。今回の気づきを今後に活かしていきたいと思います。 
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夏休みこども歴史教室 学⽣ボランティア︓ ⼦どもケア学科・幼児保育専攻 1 年 平林 鈴⾵ 
ボランティアを開始して、⼀番初めに困ったこと、反省したことは、美術館のどこに何があるの
か⾃分たちが全く把握していなかったことです。クイズに参加された⼦どもの保護者に展⽰の場所
を聞かれたのですが、答えられず、全体をおおまかにでも把握しておくべきだと反省しました。次、
聞かれたらすぐ答えられるように急いで案内図を取りに⾏きました。⾃分たちはボランティアでも
お客さんから⾒れば学芸員と同じように⾒られているということに気付きました。また、今回この
ボランティアに参加した理由は、⼦どもと関わるためだったのですが、たくさんの⼦どもたちと触
れ合うことができたので良かったです。そして美術館が予想以上に沢⼭のボランティアの⽅たちで
成り⽴っていることに驚きました。 
 
あいちトリエンナーレ︓ 映像メディア学科 1 年 岡元 美那海 
私はあいちトリエンナーレが開催された初めての年にお客さんとして参加しました。そのときか
らボランティアとして参加してみたいと思い、今回参加しました。さまざまな年代の⼈とお話出来
たので良い経験になりました。作品についてもパンフレットに載っていなかったことを知れたり、
展⽰場所を知れたり、作品の素材を知れたり、いろいろ知れたのでとても勉強になりました。 
 
 
安全防災（安全対策・防災活動・災害等） 
救急法短期講習︓ 管理栄養学科 3 年 刑部 友菜 
⼼停⽌している⼈を⽬の前にしたときに、どのように⾏動してよいかが理解できた。⼩学⽣のこ
ろから、私たちの世代はこういった救急法について指導を受けてきましたが、そのおかげであわて
ることなく次に何をしたらよいかわかるようになったので、このような場⾯にあうことがあれば逃
げずに対応したいと思います。学校での講義、免許取得の際にもやったので、⼤学⽣になってから
は 3 回の救急法でしたが、やればやるだけ頭に⼊るので、今回も参加できてよかったです。 
 
荻浜⾷事提供︓ 管理栄養学科 3 年 神村 美帆 
約 1 週間、仮設住宅に泊まりこんで毎⽇⾷事を作るのはもちろん楽しかったですが、⼤変な部分
も多かった。しかし、現地の⽅々と沢⼭お話しをしたり、朝にはラジオ体操をしたり、ここでしか
体験できない思い出を得ることができて嬉しかった。また、引率の先⽣が現地視察でいろいろな所
に連れて⾏って下さったのでたくさんのものを⾒る事ができた。改めて津波の恐ろしさを実感した
のと共に、復興までまだまだ道のりは⻑いことを考えさせられた。今回のボランティアで⼀番印象
に残っているのは、⼈々の⼼の傷である。以前、⽯巻でお話しを聞いた時よりも、陸前⾼⽥で語り
部さんのお話しを聞いた時よりも強烈に感じた。これからも⽀援を続けていくのに加え、名古屋で
も防災意識を⾼めていく必要性を強く感じたボランティアでした。 
 
⾚⼗字健康⽣活⽀援法短期講習会︓ ⼦どもケア学科・養護教諭コース 1 年 ⾜⽴ 知奈津 
⾼齢者の気持ちになって、筋⾁をできるだけ使わない起き⽅や⽴ち上がり⽅を考えることは難し
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かった。介護時これをさっとやれば、⾼齢者は喜ぶと思った。また⾵呂敷は様々な⽤途に使うこと
ができるとは知っていたが、被災地などでの貴重品⼊れなどのリュックを作ることができた。普段
使わないけれど、たった⾵呂敷⼆枚で完成し、かさばらないため、防災バックなどに⼊れておくと
万能だと思った。タオルや⼿を使ってのリラクゼーションも学んだが、いつでも誰でもできるので
良かった。冊⼦もあり復習可能で良かった。 
 
⾚⼗字救急法救急員養成講習会︓ ⼦どもケア学科・養護教諭コース 1 年 ⻘⼭ 彩花 
⾚⼗字救急法救急員養成講習会に参加し、⼀番学んだことは⾮常時に落ち着いて判断し、⾏動で
きる⼒をつけることが⼀番⼤切だということです。⽌⾎の⽅法や⾻折の固定の仕⽅、搬送⽅法、⼼
肺蘇⽣法、気道異物除去など知識や技術を教えて頂き、とても良かったです。しかし、実践⼒はつ
いていないと感じました。災害時のコミュニケーションの取り⽅を学んでいたとき、そのことを痛
感しました。知識や技術を持っていても、実際にやるとなるとどういうときに何をするのか︖何を
したらいいのか判断することが難しく、シミュレーションといっても傷病者を速やかに⼿当し、助
けることが出来ませんでした。このことから私は、今まで知らなかった救急法の知識や技術を⽇常
に活かしていくことで⾃分の⾝にしていこうと思いました。その時限りにするのではなく、今回学
ばせていただいた救急の⼼得を忘れることなく、⽣活の中で今回学ばせて頂いた⼒が必要だとなっ
たとき落ち着いて速やかに⾏動し、きちんとした⼿当や助けができるようにしたいです。 
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健康⽀援（⾷育・献⾎・健康相談等） 
認知症研修会︓ 管理栄養学科  3 年 林 千夏 
多くの⽅が参加されていて、認知症の課題について多くの⼈が関⼼を持っていることを知った。
"地域⽀え合い活動"や商店街の活動など様々な取り組みがされていることを知った。特に"地域⽀え
合い活動"の話は興味深く、交流ができる場の提供や通院の⽀援など親⾝になって⽀えていて、とて
も素晴らしい⽀援だと思った。また、そういった⽀援は信頼感がないと⾏えないことから、⽇頃か
ら地域交流を積極的に⾏っていく必要があることを学んだ。「互恵ケア」という⾔葉も印象的で、
全ての⼈が平等に⽀援を受けるのではなく、その⼈に必要な分を⽀援することで平等にするといっ
た考えが、今後様々な⼈に広まっていけばいいなと思いました。休憩中にインタビューをすること
で、参加者の⽅の貴重な意⾒を聞かせて頂くことができて良かった。 
 
東海農政局“移動諸費者の部屋”︓ 管理栄養学科 4 年 ⼤平 真那 
2 回⽬の参加でした。前回はほとんど⾒に来てくれた⽅との交流は無かったが、今回はクイズが
あったため、簡単な説明等関わる機会がありました。普段の展⽰では近寄ってきてもらえるように
積極的に呼びかけたり、⾒ている⽅に声掛けは⾏わないそうです。そのため、如何に展⽰物で⽬を
引くことができるかが⼤切だと感じました。今回のアイキャッチは私達からもアイディアを募集し
たものでしたが、⾃分で考えてみてぐっと引き付けられるような⼀⾔を考えるのは難しいなと実感
しました。また、実際に使われたアイキャッチを⾒て、⽂字を⼤きくするためできるだけシンプル
でかつ内容の要点をつかんでまとめる事が必要だと分かりました。今回の展⽰の閲覧者数は 200 ⼈
を超えたそうです。この⼈数も内容や季節によって⼤きく変動するらしく驚きました。 
 
 
地域活動（まちづくり・地域イベント・観光案内等） 
地域夏祭り︓ 管理栄養学科 1 年 ⾦⼦ みなみ 
夏まつりの実⾏委員として、地域の⾃治会の⽅たちと⼀緒に企画から進めていきました。企画の
段階では、⾃治会の⽅々にひっぱっていってもらった感じでしたが、みなさんとても優しくて、私
たちが企画案で躓いたときもいくつも助⾔してくれました。当⽇は、私はステージ進⾏のアナウン
スと、⼦どもたちとの参加型企画であるジャンケン⼤会の進⾏を務めました。ひとことで⾔うと楽
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しかったです。⼦どもたちと触れ合うことができたし、出演者としても裏⽅としても"仕事している
なぁ"って感じがして達成感もありました。当⽇、ちょっとしたハプニングもありましたが、学⽣た
ちで協⼒し合ってなんとかのりきることができました。私としては浴⾐を着てやれたこともいい思
い出です。最後には⾃治会の⽅々から感謝の⾔葉もいただき、改めて参加してよかったと思いまし
た。来年もこのボランティアがあればぜひとも参加したいと思っています。 
 
 
 
 
愛フェス︓ 管理栄養学科 1 年 内藤 綾⾳ 
今回初めてイベントスタッフのボランティアに参加しました。初めは、知らない⼈ばかりでとて
も緊張して、動きもすばやくできませんでしたが、すぐ慣れて、⾃分で考えて⾏動する事ができま
した。ステージの担当だったのでボランティアや係の⼈以外に出演者さんともかかわることができ
て、とても楽しかったし、どうコミュニケーションをとればいいのか考えることができたので良い
勉強になりました。機材を運んだ際にお礼を⾔われたときに、このボランティアに参加して良かっ
たと思いました。ボランティアの⼈達は幅広い年齢層で構成されているので、とても勉強になりま
した。また違うボランティアにも参加したいと思います。 
 
広報市⺠スタッフ︓ 映像メディア学科 4 年 神⼭ 莉沙 
最初に⾯接で⽇進市役所を訪れた時から⼤変難しそうな内容だと思っていましたが、今まで勉強
してきたカメラの技術を⽣かしつつ市⺠の⽅々に⽇進市のイベントの様⼦をお伝えできればと考
え、市⺠スタッフの活動をさせて頂くこととなりました。最初の取材は愛知学院⼤学でのロースク
ール教室でした。市役所の⽅について回り、取材のことを教えて頂いたのですが、初めは何をした
ら良いか分かりませんでした。また後⽇、記事についても書き⽅が分からず、提出して返ってきた
記事にはたくさんの⾚字の訂正が⼊れられていました。普段書いている⽂章とは違い市役所が公式
に掲載するものなので、当然制約も厳しくなりますし⾔葉の使い⽅が違っていたら⼤問題になりま
す。広報市⺠スタッフを始めてからは⽂章を書く際に⾔葉の取捨選択や⾔葉の意味などを考えるよ
うになり、⼤変勉強になります。写真の撮り⽅も市⺠の⽅々が⾒やすいように⼯夫をし続け、皆さ
んが読んでいて分かりやすく楽しいと思って頂ける記事作りを⽬指していきたいと思います。 
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マラソンフェスティバル︓ ⼦どもケア学科・養護教諭コース 1 年 ⼤槻 葵 
ナゴヤドームでマラソンフェスティバル前⽇のランナー受付を⾏いました。出場者が多いため、
絶えずランナーが来て終始あわただしかったです。8〜10 ⼈のグループで活動しましたが、私のグ
ループには主婦やサラリーマン、40〜60 代の⽅が多く、幅広い年代の⼈たちと関わることができ
ました。活動の途中で何回も話し合いをして、どうしたらランナーがスムーズに受付できるか考え
て実⾏し、とても有意義な時間になりました。臨時でグループリーダーを任されましたが、周りの
⼈たちにサポートして頂きやりきれてうれしかったです。マラソンフェスティバルの雰囲気がキラ
キラしていて素敵でした。 
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3）ボランティア要請件数と派遣件数 
（１）年度別ボランティア要請件数と派遣件数 
 センター開設時（2014 年 7 ⽉）から 2017 年 1 ⽉末までに学外から頂いたボランティア要請件
数と、その要請に応えて派遣できた件数を表 5 に⽰す。2014 年度は 46 件の、2015 年度は 95 件
の、2016 年度は 65 件のボランティア要請を頂いた。学⽣をキャンパス外へ出すに際して、安全で
安⼼できる活動先としたいとの思いから、私的なものは避け、まずは市町、官公庁、公益法⼈など
とすることを前提としたが、これだけのボランティア要請を頂き、⼼から感謝しています。 
 
表 5 年度別ボランティア依頼件数と派遣件数   
 
 
図 12 は、市町＋官公庁（1 群）、協定機関＋公益法⼈＋社会福祉法⼈（2 群）、NPO＋NGO（3 群）、
企業＋⼤学＋⼀般＋その他（4 群）に分類し、それぞれの群ごとに過去 3 年間のボランティア要請
件数を⽰したものである。SL センターが受け⼊れ対象としてお願いしている市町や公共性のある施
設からのボランティア要請件数が多いことが分かる。 
  
図 12 ボランティア要請先分布 
要請 派遣 要請 派遣 要請 派遣
市町 17 3 48 16 29 12
官公庁 4 2 9 5 7 3
協定機関 1 1 0 0 1 0
公益法⼈ 15 2 17 4 18 1
社会福祉法⼈ 3 0 4 2 2 1
ＮＰＯ 3 0 8 4 3 3
ＮＧＯ 1 0 0 0 0 0
企業 2 1
⼤学 0 0 4 3 3 3
⼀般 2 2 2 1 0 0
その他 0 0 3 3 0 0
合計 46 10 95 38 65 24
2014年度(7.2〜3.31) 2015年度(4.1〜3.31) 2016年度(4.1〜1.31)
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このようなボランティア要請に対して、2014 年から 2016 年までの全ての年度において、派遣で
きた割合は半分以下であった（図 13）。 
 
 
                  図 13 派遣できた割合 
 
2016 年度のボランティア要請のうち、応えられなかった主な理由は、スポーツ関連のボランティ
アであったこと（14 件）、多治⾒市や幸⽥町、知多郡など⼤学から遠いボランティア先であったこ
と（５件）、平⽇の授業⽇やテスト期間中に開催されたボランティアであったこと（２件）、意⾒交
換会や討論会などのボランティアであったこと（２件）であった。 
 
（２）派遣要請にお応えできた SL の内容と件数 
 SL 要請を頂き、それにお応えできた SL の内容を表 6-1〜6-3 に⽰す。どの年度においても、⼦
どもと接するボランティアや障がい者と接するボランティアは学⽣受けし、ついでイベントや祭り
の運営などを学⽣は好んで参加しているように思われる。 
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表 6-1 派遣できたボランティアの内容と件数（2014 年度）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
種類 内容
愛知なごや雪まつり
国際交流フェスタ
第32回全国都市緑化あいちフェア
第2回スペシャルオリンピックス⽇本 東海・北信越ブロック夏季ブロック⼤会
in 愛知における競技の準備や誘導、各ブース販売や着ぐるみ担当など
にっしん市⺠活動祭実⾏委員
⽵の⼭学童保育所「たけのこクラブ」のクリスマス会企画・参加
たけのこキッズ⼦ども会の”新⼊⽣歓迎会”
学部・学科の専⾨知識を活かす 外国⼈向け防災テキスト⽤イラスト作成
復興インターン 2014年度春期”復援インターン”⽯巻市・亘理町・⼭元町・⼥川町
イベント・祭りの運営
(4件)
学⽣企画及び運営
（3件）
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表 6-2 派遣できたボランティアの内容と件数（2015 年度） 
 種類 内容 ⼼⾝障害児・者の⼦を持つ親の”クリスマス会”（話し相⼿やゲームの⼿伝い） 
ローゼンレクミーティング 2016 東郷町（障がい児と遊べるイベントの運営） 
避難所体験（障がい者の避難について考えるイベントの運営） 
スペシャルオリンピックス⽇本・愛知”サマースポーツキャンプ 2015” 
（障がい者と 2 泊 3 ⽇のキャンプ） 
ＳＯＮ・愛知 2016 絵画教室（障がい者と⼀緒に絵を描く） 
特別養護⽼⼈ホーム”秋祭り”（模擬店の簡単な調理） 
障がい者⽀援施設でのお祭り（出店のお⼿伝い） 
⻑久⼿市⺠まつりで餅つき 
あいちトリエンナーレ 2016 
あいち国際⼥性映画祭 2015（会場運営） 
第 27 回 全国スイーツマラソン（イベントの運営） 
愛知駅伝 10 周年記念 ごちラン（イベントの運営） 
tea party の運営 
しめ縄作り（地域の⼦どもや保護者にしめ縄の作り⽅を教える） 
⼦ども会（クリスマス企画実施） 
トワイライトスクール・トワイライトルームにおける学⽣ボランティア 
ふれあいフレンドにおける不登校児童⽣徒⽀援ボランティア 
東郷町”3 歳児健診時の親⼦遊び”（3 歳時の健診待合時に折り紙を使い遊ぶ） 
⽇進市サマースクール（夏休みに⼩学⽣の宿題をみたり、⼀緒に遊ぶ） 
2015 年度伊那⾕こども村”サマーキャンプ” 
（⼦どもと⼀緒にキャンプしながら遊ぶ） 
⽇進市市⺠活動祭でＰＶ編集 
にっしん市⺠活動祭”にっしんまるごとカレー選⼿権”のレシピ作成 
荻浜仮設住宅における⾷事提供 2015 年度夏期 
荻浜仮設住宅における⾷事提供 2015 年度春期 
豊明市”男⼥共同参画イラスト”のデザイン作成 
⼩学校での防⾳作業（障がい児のために教室で防⾳対策をする） 
防災訓練でのハイゼックスを使った災害⾷つくり 
国⽴⻑寿医療研究センター 
フォトラリーをしながら豊⽥市で活躍するＮＰＯ団体のブースを回る 
2015 年度 ⽵の⼭夏まつり実⾏委員 
⽵の⼭学童保育”たけのこクラブ”クリスマス会 企画・実施 
（保護者と話し合い企画する） 
復興インターン 2015 年度夏期”復興⽀援インターン”⽯巻市・南三陸町・気仙沼市” 
障がい者と接する 
（7 件） 
イベント・祭りの運営 
（7 件） マラソンフェスティバルナゴヤ・愛知 2016 
（ランナー受付やコース整理などのイベント運営） 
⼦どもと接する 
（6 件） 
学部・学科の専⾨知識を活かす 
（5 件） 
その他 
（4 件） 
学⽣企画及び運営 
（2 件） 
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表 6-3  派遣できたボランティアの内容と件数（2016 年度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
種類 内容
コロニー祭（模擬店の⼿伝い）
名東区社会福祉協議会”ふれあい交流会”
（障害のある⼦どもたちと、運動や⼯作）
名東区役所主催”名東ふれあいスポーツ広場”（会場設営や競技・点字の補助）
⼼⾝障害児・者の⼦を持つ親の”クリスマス会”（話し相⼿やゲームの⼿伝い）
名古屋グランパス&SON・愛知 サッカー教室
（障がい者の⽅とミニゲームを楽しむ）
障害者⽀援施設夢の家“夢まつり”
（障がい者や地域の⼈が参加するお祭り内で屋台の⼿伝い）
あいちトリエンナーレ2016
愛フェス2016（運営・補助）
餅つきボランティア（餅つきと餅の配布）
マラソンフェスティバルナゴヤ・愛知2017
ぎふ清流ハーフマラソン2017
tea party の運営
徳川美術館（夏休みこども歴史教室で指導と解説）
しめ縄作り（地域の⼦どもや保護者にしめ縄の作り⽅を教える）
⻑久⼿市⼩学校（宿題をみる・遊ぶ）
⽇進市⼦どもまつりボランティア（お祭り内で⼦どもと接するイベントに参加）
荻浜仮設住宅における⾷事提供 2016年度夏期
荻浜仮設住宅における⾷事提供 2016年度春期
デンソー緑のプロジェクト”みつばちプロ”のはちみつを使ったレシピを作成
（商店街で販売）
2016年度 ⽵の⼭夏まつり実⾏委員
農林⽔産省 東海農政局（⻑期に渡り⾷育を広めるイベントを企画・開催）
⼤学間連携災害ボランティアネットワーク（漁業⽀援活動）
復興・創⽣インターン（⽯巻市で企業インターン）
清掃活動 やろまいか︕ 愛・地クリーン作戦︕︕
学部・学科の専⾨知識を活かす
（3件）
学⽣企画及び運営
（2件）
復興インターン
（2件）
⼦どもと接する
（4件）
障がい者と接する
（6件）
イベント・祭りの運営
（6件）
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4）SL センター主催講習会 
（1）講習会の内容 
ＳＬセンターでは、学⽣へのボランティア活動の紹介のみならず、学⽣個⼈の資質の向上につい
ても考慮しており、地域で⾏われている資格⽀援活動の紹介もＨＰで積極的に⾏っている。ＨＰに
は、「イベント・講座・講習会」の項⽬を設けて⽀援している。 
ＳＬ活動を通して多くの⼈に出会いの中で学ぶためには、ヒューマンケアを考慮する必要がある。
緊急性を要する事態が発⽣した際、⼈命救助が出来る素地作りとして、ＳＬセンターでは⾚⼗字救
急法をはじめとする資格⽀援も⾏っている。 
 活動として社会福祉分野の⾼齢者のボランティアを⾏いたい学⽣には健康⽣活⽀援講習を、⼦ど
ものボランティアを⾏いたい学⽣には幼児安全法を、広くボランティアを⾏いたい学⽣には救急法
をと、ボランティア内容に対応した資格⽀援を⾏っている。講習内容を表 7 に⽰す。 
 
表 7 種々⾚⼗字講習会の内容  
講習名  短期講習 養成講習 
 
 
 
救急法 
⽇程 90 分 3 ⽇間  9:00〜17:00 
内容 ⼀次救命処置（⼼肺蘇⽣
法、AED を⽤いた除細動、
気道異物除去） 
傷病者の観察の仕⽅及び⼀次救命処置（⼼肺蘇⽣、
AED を⽤いた除細動、気道異物除去）等救急法の基
礎知識+急病の⼿当、けがの⼿当（⽌⾎法、包帯法、
固定法）、搬送法及び救護 
交付証 修了者に受講証 修了者に受講証 
検定合格者に⾚⼗字救急法救急員認定証 
費⽤ 無料 3200 円（資料等） 
 
 
健康⽣活 
⽀援講習 
⽇程 90 分 2 ⽇間  9:00〜17:00 
内容 避難所における⾼齢者⽀
援 
健康増進や介護予防などの知識、⾼齢者に多い事故
の予防と⼿当、地域で⾏う⾼齢者に役⽴つ知識・技
術、⾃⽴に向けての介護の仕⽅ 
交付証 修了者に受講証 修了者に受講証 
検定合格者に⾚⼗字健康⽣活⽀援講習⽀援員認定証 
費⽤ 無料 900 円（資料等） 
 
 
 
幼児安全法 
⽇程 90 分 3 ⽇間  9:30〜16:30 
内容 ⼩児・乳児の⼼肺蘇⽣と
AED の使い⽅、⾝近なも
のを使った応急⼿当 
こどもの事故と予防、乳児・幼児の⼼肺蘇⽣、⼦ど
もの病気と看病 
交付証 修了者に受講証 修了者に受講証 
検定合格者に⾚⼗字幼児安全法⽀援員認定証 
費⽤ 無料 1800 円（資料等） 
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（2）講習会の開催⽇時と受講者  
2015 年度および 2016 年度に開講した講習会の開催⽇時および受講者数を表 8 に⽰す。 
 
表 8 開催⽇時および受講者数  
  短期講習会⽇程及び受講者数 養成講習会⽇程及び受講者数 
2015年度
 
 
 
救急法 
6 ⽉ 27 ⽇（⼟）5 限  5 名 
29 ⽇（⽉）5 限 23 名 
12 ⽉ 19 ⽇（⼟）5 限 15 名 
21 ⽇（⽉）5 限 13 名 
2016 年 
3 ⽉ 29 ⽇（⽕）〜31 ⽇（⽊） 
9:00〜17:00              14 名 
 
健康⽣活 
⽀援講習 
7 ⽉ 4 ⽇（⼟）１限  5 名 
6 ⽇（⽉）5 限 44 名 
11 ⽉ 28 ⽇（⼟）1 限  0 名 
30 ⽇（⽉）5 限  2 名 
 
2016年度
 
 
救急法 ６⽉ 27 ⽇（⽉）5 限 20 名 9 ⽉ 13 ⽇（⽕）〜15 ⽇（⽊） 9:00〜17:00             19 名 
健康⽣活 
⽀援講習 
7 ⽉ 5 ⽇（⽕）5 限 10 名 3 ⽉ 23 ⽇（⽊）〜24 ⽇（⾦） 
9:00〜17:00              10 名 
 
幼児安全法 11 ⽉ 7 ⽇（⽉）5 限  2 名 ⼈数が規定数より少なかったため未開講 
3 ⽉ 29 ⽇（⽔）〜31 ⽇（⾦） 
9:30〜16:30             20 名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
30 
（3）学部別受講学⽣数 
ヒューマンケア学部と管理栄養学部のカリキュラムには、応急⼿当てを⾏うための授業科⽬が設
置されていることより、受講⽣は期待していたよりも少なかった。残念なことに、何よりも受講し
て欲しいメディア造形学部⽣は殆ど⾒当たらなかった（表 9）。 
 
表 9 学部学科学年別講習会参加者数 
 
 
5）復興⽀援活動 
（1）復興⽀援インターン、復興・創⽣インターンおよび夏ボラとは 
〇 復興⽀援インターンとは、全国の⼤学⽣が宮城県内の被災企業や事業所で職業体験等を⾏い、
被災地産業、被災地域全体の魅⼒、復興の現状・課題等を学び、参加学⽣はそれぞれの体験
をもとに全国各地への情報発信等の取り組みを⾏うプログラムである。 
本学から 2015 年春期（2〜3 ⽉）10 名・2015 年夏期（8〜9 ⽉）11 名・2016 年春期（2
〜3 ⽉）10 名が参加した（表 10）。 
〇 復興・創⽣インターンとは、平成 25 年度から平成 27 年度にかけて実施した「復興⽀援イ
ンターン」を、平成 28 年度から内容をより充実させ、「復興・創⽣インターン」として実施
した復興庁主催のプログラムである。その⽬的は、参加学⽣が、被災地企業での就業体験等
学部 学科 学年 2015年度 2016年度
4年⽣ 0 1
3年⽣ 56 24
2年⽣ 20 7
1年⽣ 3 10
4年⽣ 0 0
3年⽣ 2 10
2年⽣ 7 0
1年⽣ 32 23
4年⽣ 0 0
3年⽣ 2 0
2年⽣ 0 0
1年⽣ 2 0
デザイン学科 1〜4年⽣ 0 0
ファッション学科 1〜4年⽣ 0 0
短期⼤学部 現代総合学科 1〜2年⽣ 0 0
合計 124名 75名
メディア造形学部
映像メディア学科
2017年1⽉31⽇時点
管理栄養学部 管理栄養学科
ヒューマンケア学部 ⼦どもケア学科
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を通じ、キャリア観を形成し問題解決能⼒を向上するとともに、地元に根付いた団体のコー
ディネートによって、被災地の魅⼒を感じてもらうことを⽬的とする。また、受⼊れ企業が、
参加学⽣の受⼊れを通じ、インターンシップの受⼊れプログラムの充実、⼈材獲得及び育成、
雇⽤管理の改善等に取り組むことで、被災地域を「実践型インターンシップ」の先進地域と
することである。 
   本学から 2016 年夏（8〜9 ⽉）2 名の学⽣が参加した（表 11）。 
〇 夏ボラとは、“会いに⾏く，「夏ボラ」。”をテーマとし、東北学院⼤学学⽣の企画によるボラ
ンティアで、東北学院⼤学災害ボランティアステーションからの連絡により、本学の学⽣が
参加した復興⽀援活動である（表 12）。 
 
表 10 復興⽀援インターン参加状況  
  亘理町・⼭元町 
 
⽯巻市 
 
南三陸町 
 
気仙沼市 参加⼈数 
 
2015
年春期 
夢いちごの郷 
3 名 
⽊の屋⽯巻⽔産 
3 名 
(株)ヤマトミ 
4 名 
― 
 
― 
 
 
 
 
10 名 
2015
年夏期 ― 
⽊の屋⽯巻⽔産 
4 名 
(株)カネキ 
吉⽥商店  4 名 
(株)加和喜フーズ 
(株)かわむら 3 名 
 
11 名 
2016
年春期 ― 
⽴町復興ふれあい
商店街 2 名 
(株)カネキ 
吉⽥商店  4 名 
(株)中華⾼橋⽔産 
4 名 
 
10 名 
 
表 11 復興・創⽣インターン参加状況  
 ⽯巻市 ⼥川町 気仙沼市 参加⼈数 
2016 年夏期 (株)ヤマトミ 
2 名 ― ― 
 
2 名 
 
表 12 夏ボラ参加状況  
 亘理町・⼭元町 牡⿅半島 雄勝町 気仙沼市 参加⼈数 
2016
年夏期 ― ― ― 
漁業⽀援活動他 
１名 
 
1 名 
 
（2）復興⽀援インターンと復興・創⽣インターンおよび夏ボラ報告会開催実績 
インターンや夏ボラ参加に際して、事前連絡会、事前学習会を実施し、ボランティアに参加する
にあたっての注意事項、保険加⼊、緊急連絡先の確認をし、災害・復興の様⼦、現地の気候、産業、
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⽅⾔などを調べ学習するとともに、同時期に他地域へ参加する学⽣との学び合い・共有を⾏った。 
 参加後は、センターでの報告会、課題提出、学内外での報告発表会を実施し、この地域での情報
発信の場とした。活動内容は、学⽣各⾃が現地で⾏った課題を報告するとともに、各クール 2 枚の
パネルの作成・展⽰を⾏うとともに、PP を作成し報告会を実施した（表 13）。 
パネル（後掲の資料参照）は、本学メディア造形学部デザイン学科助⼿の⻄野圭⼀郎⽒のご助⼒
によりできたものであることを付記する。 
学内外での報告会は、学⽣・教職員、地域の⽅々にご参加いただいた。さらに、合同祭や地域で
の防災⾏事や⾃治会の祭りで、お世話になった企業の商品を取り寄せて販売するなどした。収益は
全て、⽇本⾚⼗字社愛知県⽀部へ義援⾦とした。3 回の総額は、47,573 円となった。 
 
表 13 報告会実績  
⽇時 場所 対象 その他 
2014 年度春期復興⽀援インターン 
2015 年 4 ⽉ 24 ⽇（⾦）13:00〜 
名古屋外国語⼤学・名古
屋学芸⼤学図書館 
5 階 多⽬的教室 
 
三⼤学関係者 
 
企画展 
5 ⽉ 13 ⽇（⽔）13:10〜 本学 HC206 ヒューマンケア学部学⽣  
5 ⽉ 27 ⽇（⽔）13:10〜 本学 E33  管理栄養学部  
6 ⽉ 7 ⽇（⽇） 9:00〜 ⽇進市⽴南⼩学校 
体育館 
⼀般市⺠ ⽇進市防災訓練 
2015 年度夏期復興⽀援インターン 
10 ⽉ 28 ⽇（⽔）17:15〜 
 
本学 E33 
 
管理栄養学部学⽣ 
 
11 ⽉ 1 ⽇（⽇）10:00〜 ⽇進市⽴⾚池⼩学校 
体育館 
⼀般市⺠ ⽇進市地域合同
総合防災訓練 
11 ⽉ 3 ⽇（祝）10:00〜 岩崎公⺠館 ⼀般市⺠ 岩崎町防災訓練 
11 ⽉ 11 ⽇（⽔）13:10〜 本学 HC206 ヒューマンケア学部学⽣  
11 ⽉ 29 ⽇（⽇） 9:00〜 ⽇進市⽴⽵の⼭⼩学校 
運動場 
⼀般市⺠ ⽵の⼭⾃治会地
区防災訓練 
12 ⽉ 5 ⽇（⼟） 9:00〜 市⺠会館 ⼀般市⺠ 市⺠活動祭 
2016 年 1 ⽉ 23 ⽇（⼟）10:00〜 市⺠会館 ⼀般市⺠ 地域防災リーダ
ー研修会 
2015 年度春期復興⽀援インターン 
5 ⽉ 11 ⽇（⽔）13:10〜 
本学 E33 管理栄養学部学⽣  
5 ⽉ 18 ⽇（⽔）13:10〜 本学 HC206 ヒューマンケア学部学⽣  
5 ⽉ 25 ⽇（⽔）13:10〜 本学 MA303 メディア造形学部学⽣  
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2016 年度夏期 
復興⽀援インターン、 
復興・創⽣インターン、 
夏ボラ合同 
2016 年 11 ⽉ 3 ⽇（祝） 9:00〜 
 
 
 
 
岩崎公⺠館 
 
 
 
 
⼀般市⺠ 
 
 
 
 
岩崎防災訓練 
11 ⽉ 13 ⽇（⽇）10:00〜 愛知県防災フェスタ ⼀般市⺠ モリコロパーク 
11 ⽉ 27 ⽇（⽇）10:00〜 岩崎公⺠館 ⼀般市⺠ 岩崎防災訓練 
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４．SL 活動の単位認定 
 
 2015 年度に管理栄養学部のカリキュラム改訂がなされ、2015 年度⼊学⽣からボランティア関連
科⽬（⾷と健康のフィールドワーク）の単位（1 単位）認定が可能になっている。 
単位認定要件として、事前・事後学習を含め 30 時間以上の実施となっている。そこで、事前連絡・
学習会の内容、現地での 10 ⽇間にわたる活動の詳細な報告書、および事後の学内や市内の防災訓練
等での報告会（それに必要なパネル、パワーポイント、発表の原稿の作成を含む）を実施した（報
告会実績参照）。 
これらより、2016 年夏期復興・創⽣インターンに参加した管理栄養学科学⽣ 2 名に、初めて単
位が認定された。 
 今後は、各学部でも SL センターを利⽤しつつ単位認定できるよう、学⽣の学びになる SL 内容を
提供しつつ、教職員はじめ学⽣の SL センター認知と利⽤を⾼めていく必要がある。 
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5．SL センター運営委員の想い 
 
サービスラーニングは博⽂約礼  
管理栄養学部管理栄養学科 
安達 内美⼦ 
 
 2014 年 7 ⽉にサービスラーニングセンターが⽴ち上がったときから、運営委員をさせていただ
いています。管理栄養学科の先⽣⽅の中で私が⻑年、運営委員を務めさせていただいている理由は、
専⾨領域が栄養教育学、⾷⽣態学であり、実践研究が主であること、⻘年海外協⼒隊として派遣経
験があり、ボランティアについて多少の理解があることと私なりに考えています。 
 ⻘年海外協⼒隊には、管理栄養⼠として派遣されました。派遣前の技術補完研修で恩師である本
学名誉教授の⾜⽴⼰幸先⽣に『税⾦を使い、途上国の⼈々のために⾏くからには、「途上国で勉強し
てきます」という⽢い考えは許さない』とくぎを刺されたことをよく思い出します。また近年はボ
ランティアとはいえ、管理栄養⼠という専⾨職として途上国にいくからには、その国のために活動
し、結果を出すことが特に求められています。 
⼤学において、将来の夢に向かって学習中である学⽣が参加するサービスラーニングと、⼤学を
卒業した専⾨職のボランティアでは、明らかに意味や求められることが異なります。学⽣が参加す
る活動は、ボランティアという⾔葉よりやはりサービスラーニングという⾔葉が適切なのだと思い
ます。学⽣たちにとって、⼤学での学びをサービスラーニングの場で実践し、学びを⾃分のものに
していくことは、プロセスよりも結果を強く求められる社会に出ていくためにとても⼤切です。ま
さに、「博⽂約礼」です。「博⽂約礼」とは論語にある⾔葉です。孔⼦は道を求める者(ここでは管理
栄養⼠になることでしょうか)は、広く書物を読んで⾒識を⾼め、そうやって得られたものを、礼を
基準にまとめ実践することが重要だと⾔っています。本学のサービスラーニングが今後さらに発展
し、⼤学内、地域に根づいていくには、サービスラーニングセンターを中⼼に⼤学内、学⽣、地域
の皆様のサービスラーニング対する理解を深めていく必要があると思います。 
管理栄養学部では 2015 年度⼊学⽣から、“⾷と健康のフィールドワーク”としてサービスラーニ
ングの単位認定を始めました。私⾃⾝、今後さらに管理栄養学部教員として、また栄養教育学を担
当する者として、学⽣たちに実践の場で活⽤できる知識や理論、スキルを習得させていかなければ
ならないと思っています。 
サービスラーニングに参加する学⽣には、学ぶ意識を持って積極的に取り組んでほしいと思いま
す。学びを意識しないと、達成感は得られるかもしれませんが、その後につながるより深い新しい
学びが得られないのではないでしょうか。また、積極的に取り組むだけでなく、学ばせてもらって
いるという謙虚な気持ちも忘れないでほしいと思っています。それが礼を基準にまとめ実践するこ
とになると思います。 
サービスラーニングの場を提供してくださる⾃治体ならびに団体の⽅々、活動の場となる地域の
皆様には、サービスラーニングの趣旨を⼗分にご理解いただき、学⽣の成⻑を温かく⾒守っていた
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だきたいと思います。学⽣しかできないこと、学びを⾃分のものにするために学⽣にやってほしい
ことがあると思います。その中で地域の皆様⾃⾝が、より良い⽅向に変化していただければいいな
ぁと思います。学⽣たちが地域で学ぶことの意味は、学⽣と地域の⼈々が共に学び合い、地域の持
続可能な発展につながることだと思います。 
最後にサービスラーニングセンターの⼀員として、学⽣たちが地域の中で⼈々と関わりながら、
⼤学で学んだことを実践し、学びを⾃分のものにして、⾃分の道をすすんでいくことができるよう
に、できる限りの⽀援をしていきたいと思っています。 
 
誰かのためになることが、あなたのためになりますように 
― サービスラーニングセンターとエピファニ― ― 
 
ヒューマンケア学部⼦どもケア学科 
⽯垣 儀郎 
 
 時を経て、なお消えることのないエピファニー「劇的な体験」、震災の記憶。⼈⽣を根幹から変え
てしまい、揺るがす出来事。 
 過ぎし⽇の出来事を現在い ま にとどめ、未来へとつなぎ残すエピファニ 「ー劇的な体験」、⼈⽣の記憶。
ボランティアとは、そのようなエピファニーに出会った⼈々に、⽣きた証を残す作業。⽣きること
への⽀援。⽣きる喜びと、⽣きることの⼤切さに寄り添い残す謙虚な関わり。 
⼈は⽣きている者たちへ、⽣きている者だからこそ伝え、つながり、つむぎ合って関わり合う。
サービスラーニングセンターは、そのような⼈の想いに寄り添い関わり合う「エピファニー」が集
まる場所。 
 学⽣が、存在することの意味を知りそこに居ることの意義を学び体験し、⼈としての在り⽅を思
索する。誰かのためになることが、私のためになることに、気が付き知ることのできる場所。 
 ヒューマンケア学部の学⽣は、⼈との関わりを通して学び、成⻑する。⼈に喜ばれることを通し
て、⾃分が喜びを感じることに気が付く。乳幼児から、⼤⼈までのヒューマンケアを学ぶ学部にあ
って、サービスラーニングセンターでの体験はケアそのものと⾔えるだろう。保育、社会福祉、教
育、及び⼼理のいずれにも⽋かすことのできない「⼈」と「社会」。その関わりの⼀断⽚に、ケアの
核⼼を⾒ることもできるだろう。 
 ⼈との出会いは、その形に取り込まれ痕跡も残さずに過ぎ去っているかのように⾒えてしまう。
けれど、その出会いが最後となったならば、形を思い出し痕跡を残すようつとめるだろう。1 つひ
とつの出会いに対して、この⼈と会うのは、この⼈と接するのはこれが最後かもしれない。そのよ
うな⼼もちで⼈と会うことが出来たなら、形を⾒失うこともなく、とどめることができるだろう。 
時を経てみなければ、気付くことができないかもしれない⼤切な形をボライティアはもたらして
くれる。⼈に寄り添い⽀えようと努めるとき、何ができるかではなく、何をするかに意識する。そ
れは、将来の⾃分のためとなるだろう。 
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サービスラーニングセンターは、⼈の存在を肯定し優しさという勇気をもって⾃分以外の⼈に寄
り添い、⽀える⼒を育てる⽬的を持っている。⽣きることの⼤切さは、誰かに必要とされ、承認さ
れることだけではなく、⾃分を⾃⾝で承認すること。そのような気づきを、⼈との関わりを通して
社会の中で実感する。 
ボランティアとは、⾃分を必要としてくれる⼈と、⾃分から「ありがとう」を贈りあう⾏為であ
ったと、気づくだろう。 
サービスラーニングセンターは、これからも⼈に寄り添いエプファニーを幸福へと誘う⼒を与え
てくれる。 
 
社会との接点を探して  
 
メディア造形学部映像メディア学科 
柿沼 岳志 
 
私は映像メディア学科に所属しており、特に映画を中⼼に研究及び指導にあたっております。平た
く⾔えば創作活動に携わる学⽣を相⼿に仕事をしています。そしてその創作活動において最も重要
な要素は集団作業と考えています。そしてそれはそのまま「社会」につながっています。 
 アートは社会にとって直接的な役には⽴ちません。  こんな話があります。神⼾の震災の折に
ある著名なロックバンドが、現地に向かい、熱⼼に演奏しました。彼らを勇気づけるために。もち
ろん全ては善意から来たことです。ところが彼らに投げかけられたのは「うるせえんだよ︕」「こ
っちはそれどころじゃないんだ︕」という吐き捨てるような⾔葉でした。（まあ彼らは⼤変激しい
ロックバンドで、実際の演奏が物理的にひどくうるさかったということも、多少は関係していたか
もしれません）。このエピソードが⽰すようにアートが実際に＜役に⽴つ＞には、ある程度の⼿続
きと配慮が必要とされます。つまり接点を探る、ということです。 
 極端な⾔い⽅をしてしまいますと、教育機関の中で最も重要な課題とは、学⽣を社会に通⽤する
⼈間として送りだすことではないかと私は考えます。社会と接点のない制作活動など存在しません。
アートもしくは創作活動がどのように社会との接点を持ちうるのか、それを探るのは学⽣たちにと
って、実践的で有効なトレーニングとなるはずです。学⽣たちと共に取り組んでいきたいと思いま
す。 
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「デザイン学⽣の皆さんへ  ボランティア活動とサービスラーニング」  
メディア造形学部デザイン学科 
中⻄ 正明 
  
デザインはアートではない、とよく⾔われます。これは、デザインを⾒せる相⼿は⼀般の消費者で
あり、ひとりよがりな芸術に⾛ってはいけないといういましめでしょう。 
 
それでは、デザイン学科の学⽣の皆さんにとって、デザインとは何でしょう︖ 
 
表⾯的な形や⾊だけをおしゃれに⾒せる事がデザインでしょうか︖ 
 
フォントをメイリオなどのゴシック系にして、左詰めにして、⽂字の間を詰めてカーニングするこ
とがデザインでしょうか︖ 
 
⽂字を⼩さくすれば読みにくい代わりに上品に⾒えますが、それがデザインでしょうか︖ 
 
それとも、デザインはアートではないと⾔いながら、素⼈さんにわからなくてもよく、デザインの
専⾨家などの⾒る⼈が⾒ればわかるものこそが皆さんに求められる本物のデザインなのでしょう
か︖ 
  
インダストリアルデザイナーの草分け、レーモンド・ローウイに「⼝紅から機関⾞まで」という著
書がありますが、グラフィックから建築まで、だれもが名作と納得するデザインに共通するものは
何でしょうか︖ 
  
⽇本⼑の⼑⾝のような究極の機能美こそがデザインの本質でしょうか︖それもあるでしょうが、単
なる機能美を超えて、⾒る⼈、触れる⼈、使う⼈を思わずニヤリとさせる「何か」が名作デザイン
には共通して存在し、それこそが、皆が認める名作デザインの共通点ではないでしょうか。 
  
デザインとは何か、を良く考え抜いて端的に表現すると、デザイン＝⼈を幸せにすること、ではな
いでしょうか︖ 
  
サービスラーニングという⾔葉は、⽇本⼈が勝⼿に作った英語ではありません。アメリカで学⽣の
ボランティア活動を広くこう呼んでいます。定年退職後のベテラン専⾨家が豊富な知識や技術を無
償で提供してワーキングを⾏うようなボランティア活動のありかたと異なり、学⽣によるボランテ
ィア活動は学⽣⾃⾝の内⾯的な成⻑につながるという考えが根本にあります。 
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本学にも様々なボランティア活動の募集が舞い込んできます。学⽣によるボランティア活動にも
⾊々あります。単なる⽚付けや⼒仕事のお⼿伝いから、マラソン⼤会の補助、お年寄りや障害者の
サポート、被災地⽀援、そしてデザインの専⾨性を活かせるボランティアの募集もあります。 
  
デザイン学⽣の皆さんにとって、これらのボランティア活動の成果が、直接、就活や就職後の技量
の向上に役⽴つ訳ではありません。 
  
しかし、⼈間を幸せにするのが本物のデザインなら、皆さんがデザイナーとしての学習や下積みや
修⾏の段階を終えたあとに、本物のデザイナーになるために最も必要なのは、⼈間としての幅の広
さではないでしょうか︖ 
  
⼈を幸せにする本物のデザイナーを⽬指すなら、学⽣時代のボランティア活動は、⼈間の幅を広げ
るのにはうってつけであり、それゆえに世界中でサービスラーニング活動と呼ばれているのです。 
  
芸術家の世界にはゴッホやダリのような強烈な個性の持ち主も芸術の発展のために必要でしょうが、
デザイナーには社会性が⽋かせません。デザイン活動で最も重要なのはコミュニケーション能⼒だ
からです。サービスラーニング活動はコミュニケーション能⼒を⾼める効果があります。 
  
⽇々、作品製作やポートフォリオの充実に追われるデザイン学⽣の皆さんには、とてものこと、ボ
ランティア活動までは無理という⼈も多いでしょう。⽣活費のためのアルバイトの時間も必要でし
ょう。それでも、⼀度、試して欲しいのです。⾃分⾃⾝が⼀回り⼤きくなるからです。それがデザ
イナーとしての将来に必ずプラスになると信じるからです。 
  
相⼿のあることですから、皆さんが望むような先鋭なデザインはできませんが、公的な実作品を作
る良い機会ではあります。ボランティアだからこそ出来るクライアントとの折衝の練習にもなりま
す。 
  
皆さんには、ぜひ、サービスラーニングセンターに登録だけでもして欲しいのです。⽇進市内のデ
ザイン関連ボランティアとか、皆さんが選んだ分野の募集だけを、皆さん宛てにメールでお知らせ
します。  
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サービスラーニングとファッション造形学科 
 
メディア造形学部ファッション造形学科 
鈴⽊ 康明 
 
サービスラーニングとは、単なるボランティア活動ではなく、ボランティア活動を通じて相⼿を
思いやる⼼を育み参加者⾃⾝が、⼈間として学び⼤きく成⻑をしていくことを⽬標とした体験学習
をいう。名古屋学芸⼤学では、2014 年 7 ⽉にサービスラーニングセンターが発⾜し、現在、2 年半
が経過しようとしている。ファッション造形学科でも⼀宮市との共催によるファッションショー、
あるいは愛知県警主催の交通安全キャンペーンの⼀環として反射材ファッションショーの実施等に
より社会活動に貢献している。ただし、マンツーマンでの奉仕活動ではないため、サービスラーニ
ングではなく地域での社会貢献活動の位置づけにとどまっている。 
ところで、現在、名古屋学芸⼤学のサービスラーニング登録者数は 650 名。在籍者に対する学科
別登録者の構成⽐をみると下記のとおりである。残念ながら、ファッション造形学科の登録者数は
ゼロである。理由としては様々なことが考えられるが、簡単に⾔うと、ファッションとボランティ
アは関連性が薄く、ファッションに興味をもって⼊学してきた学⽣達にはサービスラーニング活動
はあまり⽬に留まらなかったのかもしれない。 
 
・学科別 SL 登録者数 
学部 学科 在籍者数(名) 登録者数（名） 構成⽐（％） 
管理栄養 管理栄養 697 340 48.8 
ヒューマンケア ヒューマンケア 938 267 28.5 
 映像メディア 470 19 4 
メディア造形 デザイン 331 20 6 
 ファッション造形 309 0 0 
短期⼤学部 現代総合 71 4 5.6 
 合 計 2816 650 23 
（2017 年 2 ⽉ 10 ⽇現在） 
 
 そもそもファッションとは第三者の⽬を意識する⼀⽅で、⾃分の気持ちを何よりも⼤切にしてそ
れを表現する⾃分よりの活動である。誤解を恐れずに⾔うと、ファッションは個性を重視する活動、
ボランティアは社会性を重視する活動と、活躍する領域に相違が⽣じる。このような活動領域の違
いや価値観の優先順位の相違から、ファッション造形学科学⽣の登録者数がゼロであるという結果
になったものと推察される。もちろん、学科としての対応が積極的でなかったという点も反省すべ
きと考える 
ところで、ファッションは個性を重視するビジネス分野とは⾔え、グローバル化、情報化、少⼦
⾼齢化、あるいは格差社会が今後ますます進展することを考えると、ファッションを学ぶ前に、⼈
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間としての⽣き⽅あるいは社会との調和などを学ぶことが重要となってきている。どんなに⽴派な
ファッションデザイナーやマーチャンダイザー、スタイリストになっても⼈間として⽴派でなけれ
ば仕事の成功は⻑続きしない。したがって、学科としてもファッションを教える前に、⼈間として
⼤きく成⻑するための社会勉強、あるいは⼈間教育を強化していかねばならない。したがって、サ
ービスラーニングは社会に出るための基礎教育として位置づけ積極的に啓蒙し、多くの学⽣に学習
機会を提供していくべきである。そのためには、今後、履修登録・学科ガイダンスの時間等を利⽤
して、先ずは 1 ⼈でも多くの学⽣にサービスラーニングの趣旨を理解してもらい登録に結び付けて
いきたい。そして、その後、1 ⼈でも多くのボランティア参加者を輩出していきたいと考えている。
また、仕組みとしては、現在、メディア造形学部ではサービスラーニングの単位認定は⾏なわれて
いない。これを、今後学部として単位認定の⽅向へ働きかけ、多くの学⽣が参加しやすい環境づく
りを整備していきたい。 
 
サービスラーニングセンター運営委員として思うこと  
短期⼤学部現代総合学科  
伊藤 琴恵 
 
 サービスラーニングセンター運営委員としての 2 年間を振り返ってみると、当初、「サービスラー
ニングとは何か。」、「サービスラーニングセンターとは何をするところか。」を確認することからの
始まりであった。2 年間の中で気が付いたことを述べたいと思う。 
 ボランティアとサービスラーニングはどこが違うのかについて考える機会となった。ボランティ
アは⾃発的な活動、サービスラーニングは教育活動の⼀環で授業評価を伴うということであれば、
ボランティア活動はサービスラーニングのひとつのきっかけであり、⼊り⼝であるかもしれない。
そうであるならば、サービスラーニングセンターは学⽣に対してどのようなサポートが必要である
か。第⼀に学⽣の安全を確保しなければならない。これについては、サービスラーニングセンター
から提供するボランティア先が学⽣にふさわしいかどうか、その安全と内容の吟味を会議の折に幾
度となく⾏ってきた。今後も継続していくことが⼤切であると思う。 
 サービス（奉仕活動）の条件として、地域社会のニーズに対応していること、学校教育課程に統
合されていること、市⺠的責任の育成を⽬標としていることやラーニング（学習活動）の条件とし
ては、学問的な知識・技能を⽣かす場⾯があること、振り返るための⼗分な時間を保障することを
挙げている。(唐⽊ 2007) 
これらのことを地域社会で考えるならば、⼤学の地元での活動を継続して⾏うことを優先する⽅が、
遠⽅へ出かけていくよりも時間や費⽤の⾯からも無理がなく、振り返るための⼗分な時間を保障す
ることにもつながると考える。過重なボランティア活動であると振り返りに⼗分な時間が確保でき
ない。ゆとりを持った活動計画が重要である。また、本学は管理栄養学科、⼦どもケア学科、映像
メディア・デザイン・ファッション造形学科と地域社会のニーズに対応できる特⾊ある学科が揃っ
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ていて、学問的な知識・技能を⽣かす場が⼗分にある。学校教育課程については学科単位ではなく、
⼤学全体で規定される必要がある。 
市⺠的責任の育成に関しては、前述の唐⽊が述べているように、学⽣⾃⾝が社会資源であり、サー
ビスを受ける側ではなくサービスを⽣産する者となること、援助を受ける側ではなく援助者となる
こと、社会変⾰のリーダーであることを⾃覚するよう、⼤学教育の⽬標を検討していくことが市⺠
としての⾃覚を⽣むと考えられる。 
学⽣によるサービスラーニングをサポートする機関がサービスラーニングセンターであり、ここに
は教育が存在する。サービスラーニングは教育活動の⼀環であると位置づけられている。よってボ
ランティア先の斡旋機関であってはならない。それだけに担当する教員は学⽣やボランティア先に
対しての責任は重いものがある。活動そのものより、PDCA であり、振り返りから学ぶことの⼤き
さを認識して学⽣をサポートする必要がある。そのためには、学⽣に研修の場を設けることやサー
ビスラーニングセンター専⾨職員の拡充も望まれる。 
 
SL センターの今後に向けて 
  
 ボランティアコーディネーター 
⽯原 貴代 
 
2014 年 2 ⽉ SL センター構想案を作成しました。約 2 ケ⽉かけて案を練りまとめ、20 ⾴ほどに
及ぶ構想案には、学⽣の学びをいかに「整理・発展・熟成させるか」を考えてきました。 
SL センターは、2014 年 7 ⽉に開設され 11 ⽉に HP の運⽤が始まり、徐々にですが登録者数・
参加者数を増やしてきました。開設から 2 年半の経過の中で、単位化に向けての動きがあったり、
学⽣⾃らが HP の検索を⾏い SL 活動に参加したりと、学内の SL 活動への理解の動きが進んできて
います。SL センターでは、学びの場としての SL 活動を提供できているのかを⽇々検討しつつ、ご
依頼いただける市町へのご挨拶等を重ねている状況ですが、学⽣のより良い学びを提供できる SL セ
ンターであり続けたいと考えています。 
 
 単発の活動に思える SL 活動についても継続することにより、活動に繋がりがみえ、⾃⼰教育⼒の
向上が期待できます。そのため、活動経験学⽣が参加にあたって必要な⼼構えや準備などを次に活
動する学⽣に伝えることが出来るように育ってほしいと願っており、リーダーシップをとれるボラ
ンティアリーダーの育成にも取り組みを広げたいと考えています。それら、学内の学⽣同⼠のつな
がりから⼀歩進み、地域や社会とつながりを持つ SL 活動を進めていきたいと思っています。 
そのためには、本学のどの学部・学科に所属する学⽣であっても⼀つの活動に参加し、⽬的を⼀
つにし、学部を超えた相互理解と調和を持てるような活動内容が求められます。学⽣⾃⾝が現代の
社会的課題を⾒つけ、「企画、運営と実施、振り返り、新たな課題の発⾒」と社会的課題の解決に向
けて PDCA を実⾏できるような SL 活動を提供したいと考えています。現代的社会問題を抱えた⽅々
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と接し、社会背景とともに、ヒューマン理解を進めコミュニケーション能⼒を⾼め、学部での学び
に新たな視点を得て、卒後にもつながる社会活動に活かすことが出来る活動を学⽣に紹介出来るよ
うに、今後も努⼒をしていきます。 
 
学⽣が活動の中から学びを吸収・発揮するには、学⽣が伸び伸びと活動できる環境が必要であり、
それは、学内のみならず学外においても同じであり、活動に参加する学⽣の安⼼・安全を図ること
は最重要であると考えています。SL センターでは、安⼼・安全な活動を⽬指し、依頼先と顔の⾒え
る関係性の構築を⾏い、⾮常時においても対応できるようにと新たな視点を加えつつ、考え進めて
います。 
その上で、ボランティアをするということを「⼿伝い」で終わらせることなく、教育機関としての
役割を果たすべくセンター組織・内容の構築に取り組み、学⽣と学⽣がつながりを持ち、地域に根
差したボランティア活動を中⼼に、学⽣の学びを「整理・発展・熟成」できるようなボランティア
を学⽣に紹介・マッチングできるように努めていきます。 
 
ボランティアは⼈を育てる場所です。⾃らがまず勇気を出して⼀歩を踏み出すことが必要です。
学⽣がその勇気を持てば、「愛される⼈へ」につながる学びがここにはあると思います。 
まだまだ、⽣まれたばかりの SL センターではありますが、皆様のお⼒をお借りしながら、⼀歩、
また⼀歩と歩を進めてまいりますので、これまでのご⽀援に感謝しつつも、今後も引き続きご⽀援
賜りたくお願いいたします。 
 
私の考えるサービスラーニング 
 
センター職員 
 花井 ⼀都⼦ 
  
センターが開設された 2014 年 7 ⽉から半年後の 12 ⽉に職員として就任し、はや 2 年が経ちま
した。⽇々、サービスラーニング（SL）に関⼼を持つ学⽣の対応をしていますが、初めて SL をす
る学⽣には⼀⼈として同じ⽬的を持った者はいないと感じています。友達と予定が合ったから、就
職活動に役⽴つから、学科の学びを実践できるから、先⽣に勧められたから、⼈脈を作りたいから、
何か学べそうだから…これらの⽬的はカウンターを挟んで私が聞き出したものではなく、友達同⼠
の会話の中から聞こえてくるものです。SL は、だれもが各々の⽬的を持って始めていいものだと思
っています。なぜなら、体験したすべての事柄が学びや経験となり、またその活動を通して慈愛の
⼼や他⼈を思いやる⼼、コミュケーション⼒が育つと考えるからです。まだ社会に出ていない学⽣
が地域コミュニティの輪に⼊ることによって、初めて社会での⾃分の⽴ち位置を理解でき、そうい
ったことが⾃⾝の成⻑につながると信じます。SL 活動を 2 回 3 回繰り返す学⽣がいる半⾯、その⽬
的が達成できなかったのか、そもそも⽬的がなかったのか、1 度きりで卒業してしまう学⽣もまた
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数多くいます。 
⽂部科学省発⾏の『諸外国の初等中等教育』には、労働体験型学習（work-based learning）の
⼀部として SL が位置付けてられています。その印刷物の中には、“事前学習で、⾃⾝が学んだ知識
や技能を地域のニーズに合わせて適⽤することを学び、活動終了後の事後学習では、その経験を振
り返り、⾃らの貢献について理解する。”と記されています。1 度きりの SL であっても実践する学
⽣にとって意味あるものにするため、また 2 回 3 回繰り返す学⽣にとってそれらが関連性のある継
続的なものにするためには、事前学習や事後学習が要になるのではないかと考えます。 
SL を継続的に⾏う学⽣を⾒ていると、SL の⽬的がはっきりしており、活動場所の伝統・⼟地柄
を事前に調べているようです。さらに SL 活動中に五感で感じ学んだことの何に⼼が動いたか、もし
くは今後⾃分にできることは何かなど、その時の経験を次の SL 活動に繋げているようです。これま
で学習してきた技能・知識に加え、⾃分の性格も探り出すことで、⾃分を⾒つめなおすことができ
ます。事前学習（⽬的を持たせる）と事後学習（学びをどう考えるか）は⾃⼰分析を促すことから、
今後の進学や就職だけでなく⼈⽣の選択肢に備える取り組みになると期待されます。それゆえに、
事前指導と事後指導を確実に⾏っていくことが、SL センターの今後の課題と考えます。アルバイト
のような単なる労働体験では期待できませんが、継続的な SL 活動によって、社会性、社交性、関係
調整⼒などを磨くことができます。SL とアルバイトの⼤きな違いは、事前・事後学習の有無だと思
います。アルバイトとの差別化を図り、⼀⼈でも多くの学⽣に SL 活動に加わってもらうには、事前・
事後学習を介した⾃⼰分析の重要性を説くことが必要であり、それは私の役⽬だと思っています。 
管理栄養学部では2015年度⼊学⽣より、ボランティア関連科⽬の単位認定が可能になりました。
ボランティアとは異なりサービスラーニングが持つ本来の意味である“事前・事後学習を含み第三者
が評価する学校教育の⼀環”として移⾏しつつあります。今後、この単位認定が学部ごとに、あるい
は全学的に進み、SL の重要性が全学⽣に浸透することを期待しています。 
 
45 
６．参考資料 
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新聞掲載記事 
 
中⽇新聞 2015 年（平成 27 年）4 ⽉ 25 ⽇（⼟曜⽇）なごや東版 
 
中⽇新聞 2015 年（平成 27 年）5 ⽉ 26 ⽇（⽕曜⽇）いまドキッ︕⼤学⽣ 
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中⽇新聞 2015 年（平成 27 年）5 ⽉ 26 ⽇（⽕曜⽇）いまドキッ︕⼤学⽣ 
 
中⽇新聞 2015 年（平成 27 年）10 ⽉ 10 ⽇（⼟曜⽇）なごや東版 
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中⽇新聞 2015 年（平成 27 年）12 ⽉ 1 ⽇（⽕曜⽇）なごや東版 
 
中⽇新聞 2016 年（平成 28 年）3 ⽉ 1 ⽇（⽕曜⽇）いまドキッ︕⼤学⽣ 
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   ⽯巻かほく新聞 2016 年（平成 28 年）8 ⽉ 27 ⽇（⼟曜⽇） 
 
中⽇新聞 2017 年（平成 29 年）3 ⽉ 3 ⽇（⾦曜⽇） 
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⽇本農業新聞 2016 年（平成 28 年）9 ⽉ 26 ⽇（⽊曜⽇）東海版 
 
 
 
 
 
 
 
     
 


